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一橋大学教授  緑 大輔 

＊学習者が比較的容易に手にとることができる文献を中心に掲げる（一部，やむを得ず論

文集等を掲げる場合がある）。 

１．違法収集証拠排除法則概説 
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２．違法収集証拠排除法則の論拠と基準 
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ステップアップ 

偶発症の発生リスクは，捜索時の住居の管理権の制約や差押え時の占有の剥奪のように

不可避的に生じる制約・侵害と異なり，制約・侵害の発生は確率に左右される。このよう

な事象も令状審査の対象（実体的要件）になるのかという問いである。参考になる裁判例

として，報道機関に対する差押えについて説示した最決平成２・７・9 刑集 44巻 5 号 421

頁等は「将来の取材の自由が受ける影響」も比較衡量の対象としていることを挙げること

ができる。この判例によれば，将来の不利益の発生リスクも考慮することはありうる判断

だと思われる。なお，内視鏡検査を令状によって行うことが強制処分法定主義に反しない

か否かについても，検討してみてほしい。 


